
岩手県高等学校野球連盟
昭和２３年～昭和３２年までの奥羽大会(青森・秋田・岩手)
昭和３４年～４７年までの北奥羽大会(青森・岩手)については、
「硬式選手権 昭和２３年～ 」に掲載。

昭和２３年 １９４８年 (第３０回全国高等学校野球選手権大会)

第３０回全国高等学校野球選手権東北予選
(８月２日～４日：福島市営球場) 昭和２３年 学制改革(６・３・３制)により

従来の中学校は高等学校になる。
福島商 11 これに伴い大会名を

3 「全国高等学校野球選手権大会」と改める。
米沢 1 「栄冠は君に輝く(全国高等学校野球大会の歌)」
岩城 2 0 を新大会歌として制定する。

1
仙台一 7 4 石巻高校が全国大会出場
山形二 7

双葉 2 4
郡山工 0

7
石巻 15

昭和２４年 １９４９年 (第３１回全国高等学校野球選手権大会)

第３１回全国高等学校野球選手権東北予選
(８月２日～４日：山形市営球場)

福島商 1
5

山形二 2
米沢二 0 4

3
塩釜 9 東北高校が全国大会出場
新庄 3 4

東北 7 1
山形商 2

0
双葉 3

昭和２５年 １９５０年 (第３２回全国高等学校野球選手権大会)

第３２回全国高等学校野球選手権東北予選
(７月２９日～８月１日：仙台市営球場)

山形東 4
0

宮城工 6
郡山工 1 6

2
仙台一 2 仙台一高が全国大会出場
宮城水産 1 1

磐城 0 1
気仙沼 8

7
山形工 0



昭和２６年 １９５１年 (第３３回全国高等学校野球選手権大会)

第３３回全国高等学校野球選手権東北予選
(８月３日～８月５日：福島県信夫丘球場)

鶴岡工 5
0

会津 7
宮城工 1 6

4
福島商 12 福島商業が全国大会に出場
米沢 2 1

内郷 0 0
古川 2

13
安積 3

昭和２７年 １９５２年 (第３４回全国高等学校野球選手権大会)

第３４回全国高等学校野球選手権東北予選
(８月１日～８月５日：山形市営球場)

双葉 5
1

山形東 6
米沢西 1 4

1
気仙沼 2 山形南高校が全国大会に出場
山形南 4 2

仙台二 3 3
山形商 2

0
安積 3

昭和２８年 １９５３年 (第３５回全国高等学校野球選手権大会)

第３５回全国高等学校野球選手権東北予選
(８月１日～８月３日：仙台宮城球場)

仙台工 0
0

福島商 9
古川 2 1

0
米沢西 7 白石高校が全国大会に出場
仙台二 5 4

鶴岡工 0 0
白石 11

1
若松商 5

岩手県高等学校野球連盟



昭和２９年 １９５４年 (第３６回全国高等学校野球選手権大会 岩手県高等学校野球連盟

第３６回全国高等学校野球選手権東北予選
(７月３１日～８月２日：福島信夫丘球場)

鶴岡工 1
3

郡山商 0
会津工 1 0

3
仙台商 6 福島商業が全国大会に出場
平工 0 6

気仙沼 9 4
福島商 7

6
山形南 0

昭和３０年 １９５５年 (第３７回全国高等学校野球選手権大会)

第３７回全国高等学校野球選手権東北予選
(７月３１日～８月３日：山形市営球場)

山形南 3
2

福島商 7
村上農 4 3

5
仙台一 5 新庄北高校が全国大会出場
仙台商 3 6

山形商 7 2
双葉 1

4
新庄北 12

昭和３１年 １９５６年 (第３８回全国高等学校野球選手権大会)

第３８回全国高等学校野球選手権東北予選
(８月１日～８月３日：仙台宮城球場)

酒田東 1
4

仙台一 12
仙台二 6 5

3
福島 3 仙台二高が全国大会出場
磐城 5 1

登米 3 7
米沢工 2

1
白石 3



昭和３２年 １９６７年 (第３９回全国高等学校野球選手権大会)

第３９回全国高等学校野球選手権東北予選
(８月２日～８月４日：福島信夫丘球場)

磐城 1
1

東北 6
内郷 1 2

4
山形南 6 山形南高校が全国大会出場
福島商 2 3

仙台二 0 4
相馬 2

5
山形商 5

昭和３３年 １９５８年 (第４０回全国高等学校野球選手権記念大会)

第４０回全国高等学校野球選手権東北予選
記念大会のため地区大会は開催されず。(各県大会優勝校が全国大会出場)

青森県 東奥義塾高校
秋田県 秋田商業高校
岩手県 福岡高校
山形県 山形南高校
宮城県 東北高校
福島県 福島商業高校 が全国大会に出場：会場は阪神甲子園球場と西宮球場を併用

昭和３４年 １９５９年 (第４１回全国高等学校野球選手権大会)
岩手・秋田・青森(奥羽大会)、山形・宮城・福島(東北大会)の２大会制から
青森・岩手(北奥羽大会)、秋田・山形(西奥羽大会)、宮城・福島(東北大会)の３大会制になる。
東北６県から３校が出場するようになった。※記念大会は各県１校。

第４１回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会：７月３１日秋田市八橋＞
(７月３１日：宮城球場)

喜多方 0 金足農 1
東北高校が全国大会 新庄北が東北大会

東北 10 新庄北 4

昭和３５年 １９６０年 (第４２回全国高等学校野球選手権大会)

第４２回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３０日～３１日：福島信夫丘球場)

佐沼 0 山形南 1
2 6

双葉 1 東北高校が全国大会 秋田商 4 秋田商業が
磐城 3 5 金足農 5 0 全国大会

東北 7 山形一 3



昭和３６年 １９６１年 (第４３回全国高等学校野球選手権大会) 岩手県高等学校野球連盟

第４３回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３１日～８月１日：宮城球場)

仙台育英 3 山形南 2
2 0

磐城 0 東北高校が全国大会 秋田 3 秋田商業が
学福工 0 7 秋田商 5 2 全国大会

東北 2 山形商 0

昭和３７年 １９６２年 (第４４回全国高等学校野球選手権大会)

第４４回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会：７月２８日・２９日＞
(７月２８日～７月２９日：信夫丘球場) 山形市営球場

東北 1 大曲農 5
0 2

保原 5 気仙沼高校が全国大会 山形南 3 山形商業が
気仙沼 3 1 秋田商 2 3 全国大会

双葉 1 山形商 6

昭和３８年 １９６３年 (第４５回全国高等学校野球選手権大会)

記念大会のため地区大会は開催されず。各県大会優勝校が全国大会出場した。

青森県 東奥義塾高校
秋田県 能代高校
岩手県 花巻北高校
山形県 日大山形高校
宮城県 仙台育英高校
福島県 磐城高校 が全国大会に出場：会場は阪神甲子園球場と西宮球場を併用

昭和３９年 １９６４年 (第４６回全国高等学校野球選手権大会)

第４６回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３０日～７月３１日：宮城球場)

田村と平工がＡＢに入る。(不明)
決勝は仙台育英９－０仙台一である
仙台育英 7 秋田工業 4

9 3
Ａ 0 仙台育英高校が全国大会 日大山形 3 秋田工業が

仙台一 9 0 山形商 0 2 全国大会

Ｂ 1 能代 1

昭和４０年 １９６５年 (第４７回全国高等学校野球選手権大会)

第４７回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３０日～７月３１日：福島信夫丘球場)

磐城 8 秋田商 8
4 2

仙台育英 7 保原高校が全国大会 米沢商 1 秋田高校が
古川工 1 5 秋田 12 4 全国大会

保原 6 上山 0



昭和４１年 １９６６年 (第４８回全国高等学校野球選手権大会)

第４８回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３０日～７月３１日：宮城県営球場)

福島商 1 秋田 6
8 2

佐沼 0 福島商が全国大会 鶴岡工 0 秋田高校が
仙台商 0 0 日大山形 4 1 全国大会

磐城 1 秋田工 6

昭和４２年 １９６７年 (第４９回全国高等学校野球選手権大会)

第４９回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３１日～８月１日：福島信夫丘球場)

仙台育英 4 日大山形 3
3 2 (延長 10)

保原 3 仙台商業が全国大会 本荘 4
福島商 2 6 秋田商 12 本荘高校が

1 全国大会
仙台商 3 山形南 0

昭和４３年 １９６８年 (第５０回全国高等学校野球選手権大会)

記念大会のため地区大会は開催されず。各県大会優勝校が全国大会出場した。

青森県 三沢高校
秋田県 秋田市立高校
岩手県 盛岡第一高校
山形県 日大山形高校
宮城県 東北高校
福島県 磐城高校 が全国大会に出場

昭和４４年 １９６９年 (第５１回全国高等学校野球選手権大会)

第５１回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会７月３１日・８月１日＞
(８月１日～８月２日：宮城球場) 八橋球場

仙台工 0 秋田商 7
2 0

田村 2 仙台商業が全国大会 寒河江 2 横手高校が
磐城 3 5 酒田東 1 7 全国大会

仙台商 4 横手 9

昭和４５年 １９７０年 (第５２回全国高等学校野球選手権大会)

第５２回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(８月１日～８月２日：福島開成山球場)

磐城 2 米沢工 2
3 4

東北 0 磐城高校が全国大会 秋田商 3 秋田商業が
仙台育英 0 0 大館商 0 2 全国大会

須賀川 9 山形東 3



昭和４６年 １９７１年 (第５３回全国高等学校野球選手権大会） 岩手県高等学校野球連盟

第５３回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３１日～８月１日：宮城県営球場)

古川 7 秋田市立 8
1 9

勿来工 11 磐城高校が全国大会 酒田商 6 秋田市立が
東北 2 7 金足農 3 1 全国大会

延長 13
磐城 6 日大山形 2

昭和４７年 １９７２年 (第５４回全国高等学校野球選手権大会)

第５４回全国高等学校野球選手権東北予選 ＜西奥羽大会＞
(７月３０日～７月３１日：福島信夫丘球場)

保原 0 酒田商 8
3 3

東北 2 学法石川が全国大会 金足農 0 秋田市立が
仙台商 3 6 秋田市立 12 5 全国大会

学法石川 4 新庄工 0

昭和４８年 １９７３年 (第５５回全国高等学校野球選手権大会)

記念大会のため地区大会は開催されず。各県大会優勝校が全国大会出場した。

青森県 青森商業高校
秋田県 秋田高校
岩手県 盛岡第三高校
山形県 日大山形高校
宮城県 仙台育英高校
福島県 双葉高校 が全国大会に出場

昭和４９年～ １９７４年～ (第５６回全国高等学校野球選手権大会)

今大会以降、記念大会にのみ行われていた各県代表が全国区大会に出場する制度に移行し現在に至る。
東北・奥羽・北奥羽・西奥羽、と長年続いた大会はその役目を終える。
優勝旗などは最終年度の優勝校が永久保管とされる場合もあった。

岩手県高等学校野球連盟


